
｢オリエンタルキーボード｣

中国語は、同じ読みでも発音の違い（四声）で意味が異な
るため、文字入力の際にローマ字と四声独自の発音記号
「ピンイン」を入力する必要があります。従来では、入力ご
とに数字キーを押してピンインを指定し
ていました。そこでカシオは、タッチパネ
ルの導入により、ピンイン入力の手間を
大幅に省ける中国語電子辞書を開発。
使いやすさを追求するカシオならでは
の発想が生んだこの製品は、入力方法
の特許も取得しています。

｢ピンイン入力対応電子辞書｣

コンパクトなので持ち運びも可能。
どこでも手軽にアラブ音楽が楽しめる。

オリエンタル
（トルコ／ギリシャ

／中央アジアなど）

イラン

ハリージ
（ペルシャ湾岸諸国）

アラブ・マグレブ
（中東／北アフリカ）

【中近東の音楽文化圏】

中国

中国語特有の発音記号を
簡単に入力

中近東

身近なアラブの音色とリズムを
より手軽に楽しめる

タッチパネルで手早く簡単に入力

インドでは電卓をレジ代わりにする店舗も少なくない
ため、慣れ親しんだ表示で使える電卓は重宝される

数字の桁区切りは、3桁ずつ区切るのが世界標準ですが、
インドでは千の位で区切った後、十万、千万と2桁ずつ区切
るのが一般的。その独自の慣習に対応した電卓を初めて発
売したのがカシオです。現地スタッフの要望を受けて開発し

｢インド式桁表示電卓｣

イ ンド

インド独自の桁区切りに
業界で初めて対応

インド式
桁区切りの表示

地域と文化に根ざす製品を提供
カシオは今、成長著しい新興市場に向けて、
それぞれの地域の暮らしや文化に合わせた製品を積極的に展開しています。

中近東の音楽文化圏であるアラブやマグレブ、ハリ
ージ、イラン、オリエンタルといった地域特有の54
の音色、83のリズムを搭載した「オリエンタルキー
ボード」が話題を集めています。4分の1音下げる
など、西洋にはない音程をボタンひとつで鍵盤に
割り当てられる他、ウードやカーヌーンといった中
近東ならではの楽器の音色を奏でられるので、ユ
ーザーに身近な音楽を楽しめます。

たインド式桁表示電卓の評判は上々。もちろん、標準的な3
桁区切りの表示にも対応しています。ユーザーのニーズに
細やかに応える製品の提供こそが、カシオの本領です。

計算、時刻、音楽、画像など、世界中どこでも通じる情報を扱うカシオ製品は、
国境を越えて愛用されてきました。一方で、地域や国ごとにさまざまな文化、
習慣があり、それぞれの特性に合った製品も必要です。カシオは、地域のニー
ズにきめ細かく応えることで、より多くの人に製品を使っていただくとともに、
グローバル市場での競争力を強化し、さらなる飛躍を目指します。

グローバル企業として
成長市場での飛躍を目指す


